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2）アサガオ＝朝顔 
アサガオはヒルガオ科のツル性一年草でアジア原産である。茎は左巻きで支柱に

からみ付いて伸び、高さ 2m を超えることも多い。葉は深く三裂し、夏の早朝に

花径 10～20cm にも達するロート状の花を開く。花はその名の通り午前中に萎んで

しまう。花色は白から紫に至るまで黄色、朱赤系以外のものは、ほとんど揃っている。

これに絞りや覆輪なども加わり極めて変化が多い。和名の起こりは朝咲いて午後に

は萎むためで、朝青(アサアオ)の転じたものであるとか、朝薫の詰まったものだと

いわれている。学名は『Pharbitis nil』で、属名は｢色｣を意味し、種小辞は｢藍｣を意味

している。原種は藍色であったところから名付けられたものなのだろう。イギリス

では『morning-glory』と呼ばれ、中国では『牽牛花』(ケンギュウカ)である。4 世紀

ごろに著わされた中国の文献『名医別録』によれば、その昔、牛とアサガオが交換

されたことに由来すると記されている。しかし違う話もある。この種子を薬用として

箱に詰めて、牛に牽かせて売り歩いたことによるという説である。どちらにしても古く

からアサガオが薬草として知られていたことには変わりない。その種子は『牽牛子』

(ケンゴシ)と呼ばれ、黒白の 2 種類があり、それぞれ『黒丑』(コクチュウ)『白丑』

(ハクチュウ)といい、日本には薬草として導入されたらしい。種子には水に溶けない

『ファルビチン』という樹脂を含み、乾燥させた種子は粉末にして用いられた。

小腸性の緩下剤として便秘、尿閉症などの治療に服用されたのである。1070 年頃

に完成された『今昔物語』には、以下の記述がある。 

   酸き酒の濁りたるに牽牛子を濃く摺り入れて呑ませては、 

  その奴原は下痢(ｸｿﾋﾗ)では有りなむや 

と、牽牛子を酒に入れて下痢を起こさせたというのである。このため当時は鑑賞する

という意識はまるでなく、また花も小さい品種だったと思われる。 

『万葉集』にはアサガオという名で5首が詠まれているものの、これはキキョウと

する説が有力で、なかでも山上憶良の次の歌は特に有名である。 

   秋の野に咲きたる花を指(ｵﾕﾋﾞ)折り かき数ふれば七種(ﾅﾅｸｻ)の花 

そしてそのすぐ後には次の歌が記されている。 

   萩の花 尾花 葛花なでしこが 花をみなへしまた藤袴(ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ)朝貌(ｱｻｶﾞｵ)が花 

つまり七草の花は 2 番目の歌に全て収められているわけで、この歌の中で秋の七草

にないものはキキョウであるから、ここでいう朝顔はキキョウというわけである。

しかし『枕草子』の中には次のような一説がある。(64 段） 

   草の花は撫子(ﾅﾃﾞｼｺ)。唐のはさら也、大和のもいとめでたし。女郎花(ｵﾐﾅエｼ)｡ 

  桔梗(ｷｷｮｳ)。朝皃(ｱｻｶﾞｵ)。刈萱(ｶﾙｶﾔ)。菊。壺菫(ﾂﾎﾞｽﾐﾚ)。 

   竜胆(ﾘﾝﾀﾞｳ)はえださしなどもむつかしけれど、こと花どもの、みな霜がれたるに、 

  いとはなやかなる色あひにてさし出たる、いとおかし。 
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と記されており、その前後に桔梗が含まれ、すべて草本類であるところから、この

『朝皃』は『朝顔』を指していたものと思われる。源氏物語の『朝顔』の巻きにも 

   心やましくて立ち出で給ひぬるは、まして寝覚めがちにおぼしつづけらる。 

  とく御格子まいらさ給て朝霧をながめ給ふ。枯れたる花ども中に、朝顔のこれ 

  かれに這いまつはれて、あるかなきかに咲きてにほひもことに変はれるを、 

  折らせ給てたてまつれ給ふ。［中略］ 

   見しおりの露忘られぬあさがほの 花のさかりはすぎやしぬらん 

などと記されており、｢はいまつわれて｣というところに現在の朝顔と同じものである

ことがうかがえる。また朝顔は女性の朝の素顔のことで情交をも暗示し、花の盛りも、

ここでは女の盛りをも意味しているのである。朝顔は光源氏に魅かれながらも、彼の

求愛を拒み続けるという、この物語ではむしろ特異な女性として描かれている。また

『帚木』の中にも朝顔は登場し、 

   式部卿の宮の姫君に、朝顔たてまつり給し歌などを、すこしほ(頬)をゆがめて 

  語るも聞こゆ。くつろぎがましく歌誦(ｽﾞ)じがちにもあるかな、… 

などと記されている。式部卿は光源氏の父である桐壺帝の弟にあたり、従って朝顔は

光源氏にとっては従姉妹ということになる。 

『源氏物語』は当時の物語としても、また現在に通じる物語としても、そして世界

の文学史の中でも、傑出した構成力と創造力に彩られた作品である。日本が世界に

誇れる文学の最高峰と見てもいいだろう。 清少納言は『枕草子』という書物を通して、

当時の時代の見聞や、身の回りに日々起こる生活の一断面を、随筆という形で残した。

これはこれで当時の貴族社会の暮らしや、季節ごとの行事がどのように行なわれて

いたかを知る上での貴重な資料になっている。一方の『源氏物語』は光源氏という

一人の人間を通して、その複雑な対人関係と、それを取り巻く王朝文化最盛期の

宮廷内の力関係、人間そのもののエゴや権力欲、更には生と死の関係に至まで人生

の全てのドラマを描きあげた。特に 70 余年、親、子、孫の三代に及ぶストーリー

として、一族の歴史と人間の全てを語り尽くしている。不朽の名作として今日に

伝えられているのはこのためである。54 巻からなる構成内容は、単なる恋愛小説に

とどまらず、宮廷という華やかな舞台を借りて、そこに登場する人々のそれぞれの

生き様を克明に描くとともに、人生の浮沈や悲哀や苦悩といった、どんな時代にも

共通する、いわば人生の課題を巧みに描き出している。このため後世の国文学を

初めとする、世界の文学にも大きな影響を及ぼしており、英語訳はもとよりフランス

語や中国語にも翻訳されている。 

話はまたまた横道にそれてしまったが、万葉集の憶良の時代から清少納言や紫式部

の時代までには、かれこれ 240～250 年の歳月が流れており、草や花の名前も入れ

代わったり、細分化されたり、いろいろと変化があったのだろう。918 年頃に著わ
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された『本草和名』(ホンゾウワミョウ)においては｢牽牛子｣と書いて｢あさがほ｣と､

また900年頃に完成した我が国最初の漢和辞書『新撰字鏡』(シンセンジキョウ)では

｢桔梗｣と書いて｢あさがほ｣と読んでおり、源順(ミナモトノシタゴウ)が 930 年頃に

著わしたと伝えられる『倭名類聚鈔』(ワミョウルイジュショウ)や、平安末期の漢和

辞書である『類聚名義抄』(ルイジュミョウギショウ)では、｢牽牛子｣｢槿｣｢蕣｣の

すべてを朝顔と読んでいる。 ちなみに｢槿｣と｢蕣｣は今では｢ムクゲ｣(03-01-09-1参照)

の花になっており、時代の流れとともに分化したり同化したりしていったのだろう。 

時代が下って平安から鎌倉になると、朝顔は儚いもの、ひいては人生の無常観とも

結びついて、独特の世界を作って行く。鎌倉時代の初めごろ 1205 年に編纂された

『新古今和歌集』には、次のような一句がある。 

   起きて見むと思ひしほどに枯れにけり 露よりけなる朝顔の花 

また 1213 年に成立した源実朝(ミナモトノサネトモ)の『金槐和歌集』(キンカイ 

ワカシュウ＝02-02-06槐樹の項参照)には 

   風を待つ草の葉におく露よりも あだなるものは朝顔の花 

という歌が記されており、常に死と隣り合わせにあった武家社会において朝顔は､

あたかも人生の無情を象徴する花となっていった。このことは蜉蝣(カゲロウ)など

と同様に、人間の一生よりももっと短いものがあるという、いわば心の慰めであった

のかも知れない。ちなみに当時は蜉蝣のことを朝顔虫ともいったのである。 

朝顔が鑑賞用として栽培されるようになったのは平安時代以降のことで、広く栽培

されるようになるのは江戸時代になってからである。平清盛が平安末期に厳島神社に

奉納したと伝えられる『平家納経』には、写経の巻物の中に青い朝顔の花が描かれて

いる。そしてこのことは歴史の流れの中で、いっそうのこと無常観を誘う。また鎌倉

時代に描かれた『掃墨物語絵巻』(ハイズミモノガタリエマキ)にも、青い朝顔の花が

描かれており、当時は青い花しか知られていなかったものとも思われる。 

これが安土桃山時代になると状況は一変する。華やかな能衣装にみられる朝顔の

模様にしろ、妙心寺天球院の朝顔の襖絵にしろ、西本願寺の白書院の狩野派による

牽牛花にしろ、もはや儚さも、無常観もまったく感じることはできない。むしろ絢爛

豪華な朝顔絵巻が登場するのである。 

こんな話もある。千利休の庭に素晴らしい朝顔があるという話を聞いて、秀吉が

利休の朝の茶会に来てみると、庭の朝顔など一つも咲いてない。庭の朝顔はすべて

摘み取られていたのである。ところが茶室には見事な朝顔が一輪生けられていたと

いう。いかにも利休らしい話ではある。そこには無常観をはるかに超えた、安土桃山

の美意識があるように思えてならない。 鎌倉時代の美意識が無常観であるとするなら、

この時代の美意識はむしろ『自己主張』そのものだったのではあるまいか。無常を

通して武士が学んだことは、だからこそ自分の存在そのものを、いかにしてこの世
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に残すかという理念に、変化してきたように思えてならない。 

さて朝顔は園芸的な観点からすると、いかがなものだったのだろうか。1681 年に

水野元勝が著わした『花壇綱目』(カダンコウモク)には、淡い紫色と浅葱色、白の三色

の花が記され、貝原益軒が 1694 年に著わした『花譜』(カフ)や、1719 年に伊藤

伊兵衛が著わした『公益地錦抄』(コウエキチキンショウ)などにも色違いと思える品種

はあるものの、その数はまだわずかだった。これが元禄時代(1688～1704 年)を過ぎ

ると、品種は徐々に増えて赤色系が加わり、以後急速に増えていった。江戸中期になる

と花色は次第に充実して、重弁の品種も登場し、次第に愛好家の中に溶け込んでいった。

19 世紀前半の文化･文政年間には、こうした変化朝顔は大人気となり、特に大阪方面で

大流行した。佐藤信淵(ノブヒロ)はその著『草木六部耕種法』(ソウモクリクブコウシュホウ)

の中で､ 変化朝顔が270種以上に達することを記し、1814年峰岸正吉は『牽牛品類図考』

(ケンゴヒンルイズコウ)の中で、奇品 38 品種の彩色図と 166 品種を掲出している。 

また当時は現在では失われてしまった黄色の品種も改良されていたらしい。滝沢馬琴は

その著『玄同放言』(ゲンドウホウゲン)の中で黄色花のことに言及し、四時庵形影

(シジアンケイエイ)は 1816 年(文化 13 年)の『あさかほ叢』の中で、極黄色の花に

ついて触れている。 

上方で流行した変わり花の人気はやがて江戸にも押し寄せて、幕末の嘉永年間には

江戸は入谷の成田屋留次郎が 1854 年に著わした『三都一朝』(サントイッチョウ)

には江戸、大阪、京都での供進会入選の花 86 品種が、彩色図絵で紹介されている。

成田屋は現代に伝わる｢入谷朝顔｣のもとを作り、朝顔といえば入谷と染井と当時から

いわれており、早朝に朝顔を売り歩くかけ声は当時の江戸の風物詩ともなっていた。

その後明治になると変化朝顔もさることながら大輪朝顔が人気となり、やがて朝顔

は大きさを競うようになった。明治 35 年頃、再び変化朝顔は人気となったが、

大輪朝顔と変化朝顔との二つの流れとなり今日に及んでいる。 

朝顔市は入谷の『鬼子母神』の縁日に立つ市で、明治になってから特に盛んに行

なわれている。 毎年7月6日から3日間に渡って、早朝4時から夜遅くまで賑わう。

昔は朝顔市は早朝でなければ価値がないといわれていたが、最近の市では夜の方が

賑わう。これも時代の流れであろう。浅草観音のほうずき市、駒込富士神社の植木市

などとともに東京の風物詩として今でも生き続けている。 

   朝顔や 釣瓶(ﾂﾙﾍﾞ)とられて もらひ水  

これは千代女の句であったろうか。いかにも下町の人情とそこに住まう人々の優しさ

が伝わってくる。朝顔はそんな下町の人情花なのかも知れない。しかし花が朝開き

夕べには散ることから、家紋としては用いられず、紋様としての図案化はなされ

なかった。また青磁色の襲としての朝顔は検非違使(ケビイシ)が着用し、表裏とも空色

または縹色(ハナダイロ)で、『胡曹抄』には年寄りが着ると記されている。 
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淡い藤紫のアサガオは優しげな女性の顔を思わせる。そこが朝顔なのだろう。そして『源氏物語』

の｢朝顔｣は光源氏の求愛を拒み続ける、むしろ特異な女性として描かれている。 

 

昔からよく見かける赤紫のアサガオ。 
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アサガオの中にはこんな鮮やかな花を咲かせるものもある。紫式部がこんな朝顔を見ていたら、

『源氏物語』の｢朝顔の巻｣のストーリーも替わっていたかもしれない(さいたま市浦和区）。 

 
夜露にぬれたアサガオは涼しげで夏の暑さを和らげてくれる(さいたま市浦和区)。 
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いかにも涼しげな青色のアサガオ。アサガオには寒色系の色が多い。紫式部はそこに目を

つけて、アサガオを物語中最もクールな女として描いたのではなかろうか。 

 
縦絞りの入る浴衣地のようなアサガオ(埼玉県深谷市）。 
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琉球アサガオも朝顔と同様に花期が長く秋までずっと咲き続ける。しかし日本種の触ったら

傷ついてしまいそうな薄い花弁ではなく、やや厚みのある花弁である(さいたま市緑区）。 

 

淡い色のアサガオ、夏衣を思い起こさせるような色合いではある(さいたま市浦和区）。 
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朝顔の花を絵に描くとき油絵の具で描くことはできるのだろうかとよく思う。どう見ても

この花は水彩絵の具を使ってうまくぼかしながら描かないと、この趣は出ないように思う。 
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写真はピントが命である。どんな花を撮るときもどこか一点、ピントが合うようにする。この

花は花芯にピントを合わせたら、周辺部がことのほか綺麗にぼけてくれた(さいたま市浦和区)。 

 

白色のアサガオは意外と珍しい。この花は底紅で、ほどよいアクセントを添えていた。 
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アサガオの花、琉球種のように見える(栃木県大平町）。 
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不規則な青い斑が入るアサガオ。上の写真のように全面に入ったり、下の写真のように部分的

に入ったり、サツキやツバキの斑にも似ている。夏の朝、いかにも涼しげな色である。
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2012 年は長い長い夏で気温が高かった。11 月 30 日名残のアサガオを見つけた。 
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朱赤色が美しいルコーアサガオ、学名は『Ipomoea coccinea 』である。あまりの美しさに

カメラを向けたが、花径 2ｃｍあまりの小さな花である(埼玉県小川町）。 

 
こちらはルコーソウで学名は、『Quamoclit pennata』である。江戸時代に伝来した(埼玉県日高市）。 
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路傍で見つけたヒルガオ『Calystegia japonica、』。風の強い午後の日差しの中で、周囲の雑草

にも負けずに咲いていた。寒さが忍び寄る10月の昼下がりである(長野県軽井沢町）。 

 
前種と同様に午後 2 時ごろ、美しい白い花を咲かせていた。これは西洋アサガオの仲間で、

日が短くなると開花する『短日開花性』がある(長野県軽井沢町）。 
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コヒルガオ、学名は『Calystegia japonica 』で、今や畑の雑草である。結実することは

殆んどなく太い地下茎で殖え、春から夏にかけて繁茂する(埼玉県嵐山町）｡ 

 

安芸の宮島、厳神社の大鳥居。平家納経が保管されている(広島県廿日市市）。 目次に戻る  


